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故
大
久
保
侯
爵
告
別
式
参
列
に
就
て

列
記
事
を
左
に
掲
ぐ
。

昭
和
十
八
年
七
月
十
五
日
午
前
十
時
東
京
青
山
齋
場

太

田

勘

兵

術

表
し
幹
事
太
田
勘
兵
衛
君
巻
列
す
、
太
田
幹
事
の
睾

が
東
京
の
宵
山
齋
場
に
て
學
行
せ
ら
合
本
會
を
代

四
七

じ
、
拝
證
し
て
退
下
致
し
ま
し
た
。
因
に
記
念
會
よ
り

直
に
懐
徳
堂
記
念
會
か
ら
託
さ
れ
た
哀
僻
を
霊
前
に
獣

故
大
久
保
侯
爵
告
別
式
参
列
に
就
て

つ
て
頂
か
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
、
そ
れ
は
現
在
の
懐
徳
堂

を
建
立
し
ま
す
時
の
長
官
で
あ
ら
せ
ら
れ
た
大
久
保
様

が
、
萬
一
の
時
は
、
必
ず
忘
れ
ず
に
参
つ
て
下
さ
い
」

と
の
お
話
に
因
る
の
で
す
。

七
月
十
五
日
午
前
十
時
青
山
齋
場
に
到
着
し
ま
し
て

+
―
―
一
日
斃
去
せ
ら
れ
た
大
久
保
利
武
侯
爵
の
告
別
式

時
に
太
田
さ
ん
、
も
う
一
度
必
ず
東
京
の
お
葬
ひ
に
行

源
先
生
の
指
導
に
て
京
都
西
本
願
寺
の
國
費
襖
綺
建

築
等
を
見
學
し
、
そ
れ
よ
り
市
電
、
大
宮
今
出
川
停

の
襖
綺
屏
風
綺
に
就
て
の
御
譜
演
を
拝
聴
し
、
見
學

△
七
月
十
五
日

れ
た
、
私
の
如
き
も
の
が
堂
友
會
を
代
表
し
て
故
侯
爵

一
寸
楚
に
考
へ
ら
れ
る
、

が
、
事
は
大
正
十
三
年
夏
、
懐
徳
堂
記
念
會
創
立
者
、

嘗
時
の
記
念
會
理
事
長
永
田
仁
助
様
に
伴
は
れ
上
京
の

途
中
、
車
中
の
永
田
様
が
「
今
日
は
御
苦
勢
で
す
な
、

す
。
睾
加
者
約
百
名
、
盛
會
を
極
む
。

故
西
村
碩
園
先
生
の
告
別
式
に
、
聴
講
生
代
表
と
し
て

留
所
附
近
の
妙
蓮
寺
に
到
り
休
甜
後
、
先
生
の
同
寺

の
告
別
式
に
参
列
し
た
事
は
、

△
六
月
二
十
七
日

に
て
、
故
大
久
保
利
武
侯
爵
の
告
別
式
が
執
行
は
せ
ら



接
シ
、
壽
ノ
彊
高
カ
ラ
ン

n

ト
ヲ
祈
リ
¥
=
-
、
距
ゾ

是
レ
偏
二
公
ガ
學
ヲ
好
ム
ノ
懲
徳
＝
一
頼
JV

モ
ノ
．
―
-
シ

評
議
員
ク
JV
故
ノ
如
ク
、
時
二
数
言
ヲ
賜
ヒ
、

新
年
ノ
諮
、
公
洛
―
―
在
レ
バ
必
．
ス
駕
ヲ
柾
ゲ
、
稿
―
-

楽
ム
所
ァ
だ
モ
ノ
ノ
如
シ
、
散
會
モ
亦
共
ノ
督
欽
―
-

ん
じ
奉
ら
ん
こ
と
を
念
願
す
る
の
み
で
あ
る
。

筋
の
道
で
あ
る
。

此
の
大

盛
忠
至
誠
の
将
士
は
、
風
行
雷
動
、
求
敵
必
殺
の
威

武
を
餐
揚
し
、
寒
風
怒
濤
の
中
、
或
は
酷
熱
弾
雨
の
下

マ
ク

わ
れ
ら
の
存
在
を
、
無
窮
の
生
命
に
顕
揚
す
る
、
唯
一

シ
テ
公
冠
ヲ
桂
ケ
テ
京
二
還
JV

卜
雖
モ
、
公
＾
其
ノ

事
に
挺
身
す
る
こ
そ
、
大
海
の
一
粟
の
如
き
、

み
た
み

テ
、
共
ノ
鴻
恩
永
ク
徹
會
ノ
忘
レ
ザ
炉
所
ナ
リ
、
而

皇
威
八
紘
に
治
き
批
界
を
顕
現
し
、
唯
々
寝
襟
を
安

き
つ
ぶ
し
、
以
て
大
東
亜
共
榮
圏
證
制
を
確
立
し
て
、

し
て
、
自
惚
の
強
い
敵
國
米
英
の
非
望
を
根
こ
そ
ぎ
叩

の
哀
僻
を
左
に
掲
げ
て
置
き
ま
す
。

嗚
呼
公
批
家
ノ
休
光
ヲ
掲
ゲ
、
共
ノ
猿
厚
ク
共
ノ
動

隆
ン
ナ
リ
、
羅
＝
一
公
阪
府
乏
ヂ
タ
リ
ジ
時
、
散
會
ガ

奮
痒
ヲ
重
建
セ
ン
ト
欲
ジ
テ
、
朕
ヲ
具
シ
テ
稟
陳
シ
、

公
地
ヲ
椴
ラ
ン
コ
ト
ヲ
睛
フ
ャ
、
公
＾
欣
然
ト
シ
テ

之
ヲ
府
會
二
諮
リ
、
郎
チ
允
許
ヲ
賜
ヘ
リ
、
為
二
散

會
ノ
痙
尽
患
躯
＝
一
成
リ
、
絃
誦
復
ク
興
JV

ヲ
得
タ
リ
、

言，ー

畏
み
て
大
御
心
を
奉
證
し
、
億
兆
一
心
、
全
力
を
濫

幹
事

山

本

楢

編
輯
を
終
へ
て

哀

僻

ノ
至
二
堪
ヘ
ズ
、
姦
＝
一
虔
ン
デ
哀
誠
ヲ
布
ク
。

圏
ラ
ン
忽
チ
訃
ヲ
聞
ク
、
往
年
ノ
戚
荷
ヲ
想
ヒ
悼
惜

編
輯
を
終
へ
て

四
八




